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わが家の防災メモ

わが家の避難場所

家族が離ればなれに

なったときの集合場所

緊急連絡先 電話番号 緊急連絡先 電話番号

室蘭市役所 0143-22-1111 室蘭ガス会社 0143-44-3156

消防本部 119 北海道電力会社 0143-47-1111

室蘭警察署 110 室蘭市立病院 0143-25-3111



地震からいのちを守る

大きな地震が来たら津波も来る！高台に避難しよう！

その前に、地震からいのちを守らなければ、避難もできません。
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避難するにあたっての持出品など

“物”の備えは避難行動や避難生活に“心”の余裕をもたらしま

す。 事前に準備出来ているか、チェック✓しましょう。

非常持出品（非常時に持ち出すもの）

非常備蓄品（自宅や避難所での生活を支えるためのもの）
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家族構成に合わせて準備しておきましょう

常時携行品（外出先での被災に備えて持ち歩くもの）

車載常備品（運転中の被災に備えて車に積んでおくもの）

ローリングストックのすすめ
せっかく備蓄しておいた食品がいざというときに賞味期限切れになっていたら、食べられないば
かりかゴミになってしまうことになります。そこで、ローリング（回転）させながらストック（備蓄）す
る方法を紹介します。

✕食品の備蓄の目安は、最低でも家族人数分 ３日分です。それを月に一度食べては足していくよ
うにします。水の備蓄も同様で、定期的に料理などに使っていくことで、循環させていきます。
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津波からいのちを守る

津波警報・注意報の分類と、とるべき行動
沿岸の海域で地震が発生し、津波による災害が予想された場合、地震発生後およそ 3分で警報
及び注意報が発表されます。警報・注意報が発表された場合は、「より早く」、「より高い場所」へ
避難しましょう。
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津波から身を守るための行動マニュアル

◯揺れが強い（震度４以上）とき、または揺れがゆっくりと長く続くときは、津波警報・注意報の発
表を待たずに急いで安全な場所へ避難します。

◯突き上げるような揺れを伴う内陸型地震に比べ、津波を引き起こすプレート境界型地震は、長
い周期で揺れるのが特徴です。長い周期でゆっくりとした揺れが長く続いたら、津波発生の可
能性が濃厚です。警報・注意報がでていなくても避難行動を始めましょう。

◯屋外にいた場合、いち早く海や川から離れ、直ちに高台や津波避難ビルなどの安全な場所を
めざして避難しましょう。出かけるときは、ラジオや携帯電話、モバイル機器などの情報を入手
できるものを持ち歩きましょう。

◯津波の発生が予想される場合には、地震発生後約３分で気象庁から、津波警報または津波注
意報が発表されます。その後、「予想される津波の高さ」、「津波到達予想時刻」などの情報が
発表されます。これらの情報を聞いたら、直ちに安全な場所に避難しましょう。

皆さんへのお願い
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避難目標

写真: Google Earth

陣屋町臨海駅

最大津波高 第１波（参考） 最大波（参考）

４．３m ６６分 ６６分

避難目標 目標付近の状況
港北町3丁目16-7地

先

（ゴミステーション周辺）

港北町3丁目20地先

（梅の台公園周辺）

7



中長期の避難所

災害用伝言ダイヤル（171）

最寄りの中長期の避難所 住所

蘭北小学校 港北町４丁目１３−１

港北中学校 柏木町３６１−１

【 体験利用提供
日】
・毎月 1 日,15 日
00:00～24:00

・正月三が日（1月
1日00:00～1月
3日 24:00）

・防災週間（8 月
30日9:00～9月
5日 17:00）

・防災とボランティ
ア週間（1月15日
9:00～1月21日
17:00）

【提供条件】
・伝言録音時間：
30秒

・伝言保存期間：体
験利用期間終了ま
で

・伝言蓄積数：電話
番号あたり 20 伝
言

※体験利用時にお
いても災害運用時
と同様に、NTT 東
日本・NTT 西日本
の電話サービスか
ら伝言を録音また
は再生する電話番
号までの通話料は
無料です。

8


